
f
z
s
o
m
内
み

2
5
m
B
L

，
p
i

ト
ル
法
は
な

糊
覇

m

ア
即
日
一
宏
九
…
期
航
m
p

れ
よ
う

市
人
本
自
一
三
制
一
勧

M
M
mほ
内
〈
わ
が
閣
で
は
、
語
一
一
一
十
回
同

Z

塚
行
問
刊M
P町
山
鴨
川
一za

・

υ
4

ロ

叫
平
発
喬
一
計
哨
一
の

m山

m
m
L
K前
一
日
か
ら
四
時
取
引
は
す
べ
て
メ
ー
ト
ル

一
一
昨
禁
止
掠
一
口
穣
帯
口
融
前
苦
味
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

α

鮪
慨
…
午
前
川
一
大
冨
陛
へ
同
!
宵

-
溌
総

T

軒
弘
一
~
一
由
殺
人
人
メ
ー
ト
ル
法
へ
の
統
一
の
料
品
設

A
M

I
l
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1

増
ほ
ほ

t
t
t
t

目

t
f
1

一
帰
京
総
松
山
宵
が
そ
の
ま
ま
社
会
与
問
に
通

0
7

実
験

f〉
程
一
欝
!
し
一
周
す
る
高
学
の
成
果
は
ず
之
躍
に

つ
撞
韓
J
官
時
観
争
ハ
一
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
合
憲
兵
警

A

，
一
が
し
や
す
く
な
る
。
合
盛
業
で
は
機
械

ニ
鰭
建
で
今
執
着
工
一
れ
れ
ば
山
内
山
九
日
時

一
ま
る
な
ど
で
す

0

・
初
計
諮
問
時
間
浦
町
一
昨
日
誌
守
一
寸
前
野
持
続
町
一
同
市
下
十
七

U
E
5震
の
草
花
の
聖
一

Q
O一
蹴
鞠
嫡

音
量
川
県
と
言
語
成
立
、
告
の
一

2
2
L
Bほ
し
い
も
の
だ
け
で
も
。
一
語
、
そ
の
後
詰
皇
室
長
受
章
に
襲
撃
グ
筆
一
説
諸
問
一

に
移
転
が
決
定
し
ま
し
党
。
-
一
霊
童
著
書
倍
率
一
の
黙
む
な
協
力
主
っ
て
、
膨
大
な
種
警
う
と
警

Z
E
Z

め
に
七
日i
l

一
殿
内
)
e票
管
水
量
験
所
(
大
野
)
一

J

子
を
ま
き
グ
花
咲
去
る
七
月
七
百
に
は
、
七
ダ
ま
つ
り
に
一

県
立
豊
島
器
、
富
概
要
一
言
君
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
襲
実
験
一
罪
農
業
会
館
(
譲
)
@
県
立
農
業
一
る
け
る
平
ぎ
の
夢
協
議
、
費
の
量
産
育
館
前
に
、
一
農
業
委
の
一

の
思
議
雲
護
費
宅
福
一
撃
を
は
じ
め
、
有
名
な
し
よ
う
ぷ
一
室
(
上
平
塚
)
@
県
立
麻
薬
指
豆
、
ァ
ヵ
は
実
現
さ
れ
ょ
っ
組
合
員
一
一
一
名
と
市
豊
震
で
球
根
一
一

1
2

土
地
買
収
さ
れ
に
一

g

一
種
)
@
つ
つ
品
(
一
一
一

8
8

一
(
大
野
)
倒
壊
な

i
s

一
地
蔭
議
離
震
頒
荷
重
要
一
ょ
っ
え
第
一
、
第
二
塁
謹
呈
し
た
ロ
一

伴
う
土
地
言
語
調
に
ま
一
良
、
慶
喜
主
浴
室
習
の
研
究
一
き
こ
ん
長
っ
た
県
立
霊
護
一
袋
に
議
議
謬

T
i
t

一
生
長
室
長
、
県
知
て
の
霊
童
会
の
統
合
は
二
つ
の
一

d

計
十
事
大
般
に
あ
る
一
月
号
、
総
一
時
に
開
一
諸
島
計
河
川
崎
一

2
f
i
T

の
日
、
章
一
語
訪
日
開
店
一
註
錯
誤
記

神
奈
川
県
雲3
5
7
ー
一i
f
i
z
z
-
-
f

、
必
需
合
員
が
持
ち
ょ
っ
す
一
十
苦
言
知
事
の
?
一
に
反
暁
芸
た
め
に
宣
言
一

大
き
く
な
っ
て
そ
っ
く
P
移
っ
て
来
一
工
、
章
一
ぱ
い
に
空
白
予
定
伊
山
と
一
言
葉
川
辺
り
の
コ
ン
ポ
ス
ト
一
郎
ベ

j
z

一
乙
ろ
と
な
っ
て
、
い
よ
い
よ
告
を
対
一
で
、
農
業
霊
祭
豊
富
翼
手
一

!
一
い
わ
れ
ま
す
。
一
℃
尿
じ
ん
芥
高
速
重
量
醤
)
一
車
花
と
し
て
い
ま
す
。
義
暴
は
、
昔
、
ア
イ
リ
ス
、
チ
一
象
区
域
と
す
る
、
霊
童
会
の
章
一
ら
本
来
の
使
命
喜
襲
し
て
、
農
一

一

!
l
i
i

二
特
に
し
よ
フ
ぷ
閣
と
し
ゃ
く
や
く
一
隠
一
の
語
、
豪
語
警
護
昌
一
球
平
警
重
工

i
u

ツ
ブ
、
水
似
を
ち
い
さ
な
一
覧
る
こ
と
に
な
り

i

一
政
、
豊
富
に
議
く
タ
ッ
チ
し
一

V
2
5くm
E

撃
つ
く
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
量
E
E

一
は
有
名
な
患
で
年
間
一
一
一
万
義
名
義
ず
る
も
主
る
は
ず
突
い
一
雲

2
2

に
ヨ
め
あ
わ
せ
(
一
袋
詰
相
当
一
来
る
七
月
一
一

E
i

農
業
一
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
喜
ん
で
い
る
一

五
告
詰
詰
号
、
J書
誌
予
言
語
主
開
時
長
訂
時
間
詰
計
有
罪
主
主
て
円
l

一

一
カ
で
つ
く
り
上
げ
て
い
こ
う
。
惑
い
え
つ
ま
り
一
家
の
費
第
一
光
呂
場
が
ら
も
大
き
な
期
待
が
も
た
一
し
よ
う
。
{
の
車
室
ね
て
、
第
一
塁
と
書
濁
一
切
れ
に
な

P

ま
し
た
。
宮
挙
区
を
き
め
毒
例
が
設
定
さ
れ
と
愛
読
者
に
お
わ
び
一

一
設
で
も
、
ζ
う
い
主
希
濯
は
持
っ
て
姉
妹
を
蒸
し
ま
せ
、
ひ
い
て
校
生
一
般
一
も
一
一
一
一

一
一
定
て
い
ま
す
。
一
一
月
二
十
臼
か
ら
施
行
さ
れ
る
乙
と
に
な
一
広
報
紙
の
細
獲
読
あ
り
が
と
う
と
ざ
一

一
い
る
の
で
す
。
し
か
も
、
苦
手
に
め
い
わ
く
ま
け
る
よ
ー
つ
な
雲
、
一
海
市
関
係
者
名
語
、
試
験
場
が
色
豊
富
岡

E

由
民
自
白
5
5
2

陶
芸
F
E
E
Z
E
-

盟
主
主
陶
芸

E

即
時
四
回
目
言
語
回
白
書

Z
E
E
-
m
皇
室

Z
E
E
-
n
m

喜
一
b
ま
し
た
。
一
い
ま
す
。
今
黒
字
も
ι
に
お
届
け
工

一
品
目
詳
料
開
店
向
見
い
れ
れ
れ
れ

M
J
H訪
れ
れ
い
誌
は
け
一
車
ん
と
薬
害
者
く
を
る
一
は
立
時
間
目
立
誠
一
翌
日
立
誌
止

と
が
少
な
く
な
い
の
で
す
。
/
持
の
述
、
〉
い
雪
:
一
一
一
軍
玄

i

二
一

T
J
Z
E

一
一
ゴ

ヨ
一

f
J
V
L

、

t
E
重
刊
に
、
君
主
躍
を
と
い
う
一-Jd-i

一
二
区
と
な
り
手
。
一
束
の
十
四
日
(
臼
)
に
穀
罪
ま
空

欄
一
日
目
下
校
長
引
土
日
九
日

2
1

っ
て
昔
話
宮
市
営
四
一
喜
求
刑
の
汚
水
問
題
解
決
一
第
一
選
挙
区

(
i
i
z
ぜ
ん
で
し
た
、
?
?

一

j
l

ま
一
十
瀬
川
公
一
毘
あ
た
白
に
し
亭
つ
ぷ
の
新
一
一
の
最
@
臼
市
内
、
沼
、
語
、
露
一
ま
す
。
な
お
望
書
、
毎
回
、
神

間
一
一
度

4
4
A
S

貞
ね
て
一
一
度
ニ
度
犯
す
人
由
一
言
っ
く
り
た
い
意
字
。
一
重
と
薬
害
っ
て
、
警
市
民
)
が
去
る
貢
二
十
五
日
に
字
、
解
決
一
め
の
地
表
選
延
長
一
一
一
八
誌
に
一
室
選
ず
る
震
の
定
数
一
六
一

各
一
士
会
、
二
度
、
回
一
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
世
一
室
訟
の
塁
塁
守
宅
平
塚
一
雪
解
決
重
ら
れ
て
い
た
裏
水
日
一
し
ま
し
た
。
一
逮
し
、
総
工
費
一

0
0高
の
突
貫
工
一
第
一
一
選
挙
一
疑
問
第
一
一
農
薬
委
員
会
一

〈
一
過
ち
を
く
勿
返
す
と
い
うp
l
H

の
中
に
、
叫
注
目
に
、
家
庭
一

b

一
!
一
一
一
一

一
り
へ

i

一
宇
長
理
主
閣
と
し
て
も
、
決
定
す
け
る
一
の
汚
水
間
凶
悪
は
、
汚
水
を
地
下
水
道
で
一
回
議
第
火
薬
師
叫
数
池
内
に
あ
る
、
金
一
事
で
し
た
。
の
反
域

a
大
野
、
神
田
、
滅
島
)
選
挙
一

一
事
実
で
す
。
せ
め
て
は
、
同
‘
%
ν

、
に
、
何
か
欠
け
た
も
の
哲
一
一
一
←

一
与

ν

古
一
意
味
を
も
ち
、
神
経
川
県
農
業
の
心
臓
一
葉
さ
せ
、
相
撲
川
に
放
水
す
る
工
事
亙
農
村
主
義
臨
組
合
か
ら
流
れ
出
る
一

日
一
こ
う
い
う
不
幸
だ
け
で
も

P〆
戸
あ
る
せ
い
で
は
な
い
で
し
一
一
汚
水
は
、
鼻
を
つ
く
強
い
愛
車
し
一

虫
食
い
止
め
た
い
と
思
う
の
み
ザ
ょ
う
か
。
一

2
2
W
E
E
-
i
E
M
m
w
m
$
2
5
2
3

雪
国
Z
W
E
n
-
-
胃

S
E
E
m
s
z
m
m
u
h
h
q
L

て
、
伊
護
、
霊
両
県
宝
の
望
者
一
世
論
こ
そ
臨
止
ナ
る
力

一
長
谷
、
七
夕
祭
の
さ
い
ち
雪
の
こ
と
を
喜
し
、
そ
の
暑
が
ら
出
一
こ
菱
自
主
農
業
養
員
会
耐
震
の
警
は
、
苦
言
一
十
日

d

一
一
環
氷
協
会
員
を
募
集

一
で
し
た
が
、
県
下
謀
議
商
大
妻
、
立
し
て
校
生
高
号
す
る
た
め
の
…
向
島
宗
し
二
コ
十
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
持
露
関
は
午
前
七
章
ら
午
後
一
一
悩
ま
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
議
襲
一

3

一
わ
が
平
塚
市
を
毒
地
と
し
て
開
い
た
努
力
き
つ
な
こ
と
な
く
つ
づ
け
て
ゆ
か
一
山
六
時
ま
で
で
す
。

1
0
3と
震
設
棄
を
多
量
に
合
4

一
原
水
爆
実
験
費
の
世
論
が
た
か
ま
一
す
で
に
経
験
ず
み
で
す
。
撃
は
、
も

竺
の
で
す
が
、
平
塚
市
選
、
、
市
長
の
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

0
4の
つ
一
ご
有
権
者
山
霊
委
員
企
の
援
活
内
)
叫
一
い
る
た
め
、
申
康
、
襲
、
上
平
塚
な
一
っ
て
、
大
量
に
禁
止
寄
票
討
議
さ
一
つ
と
大
喜
声
喜
お
よ
っ
て
、
票

昭
一
だ
く
品
、
法
務
管
か
ら
、
保
護
司
の
愛
と
涙
と
で
、
諜
に
汚
れ
党
人
た
い
の
一
山
昭
和
十
一
一
年
一
一
一
月
六
昼
前
に
住
ま
れ
、
密
集
…
…
ど
五
言
告
の
ぼ
る
査
に
、
稲
の
一
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
乙
品
、
原
選
一
爆
の
完
全
霊
薬
め
な
け
れ
ば
な

D

望
を
い
た
だ
く
と
問
更
平
塚
地
一
山
霊
祭
青
空
問
点
ぐ
さ
れ
や
襲
、
病
虫
害
警
な
一
室
夏
、
容
量
っ
て
や
ま
な
い
私
一
ま
せ
ん
。

手
や
患
を
浅
い
浄
め
、
新
し
い
人
設
に
…
。
一
一

器
保
護
司
金
の
会
長
に
選
淫
さ
れ
ま
一
向
草
地
豆
長
上
の
耕
作
者
畑
一
ど
大
き
な
護
霊
伊
レ
て
い
た
も
の
一
連
盟
に
と
っ
え
ほ
ん
き
に
事
ぜ
い
一

ζ
の
覇
は
、
襲
爆
禁
止
平
塚
市

し
た
の
で
、
震
の
み
喜
ん
に
乙
乙
再
ス
タ
ー
ト
で
き
る
き
カ
を
か
し
て
一
山

O
望
書
震
の
警
は
そ
の
配
偶
者
州
一
で
す
。
一
こ
と
で
す
。
考
委
爆
を
阻
止
一
霊
祭
忠
に
な
っ
て
す
め
て
い

で
御
報
告
草
寺
、
重
の
み
な
さ
あ
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

E

訓
一
ζ
の
汚
水
道
需
に
棄
す
る
た
一
ず
る
最
も
大
き
な
カ
で
あ
る
を
は
、
一
ま
ず
。
出
国
さ
ん
究
会
希
望
芸

も

比呂z.

五年の逢う瀕の関には

お返しできそうです

政
森

券を・…は



席
を
与
え
た
と
間
様
の
意
義
あ
る
傑
作
切
白
、
ー
メ
ー
デ
ー
や
七
笠
岡
問

b

に
ま
で
一
予
算
は
一
九
五
万
一
一
一
千
円
、

ζ
れ
も
一
会
一
は
間
同
僚
や
且
百
二
七
万
一
一
千
品
目
円
を
数
え

で
あ
白
ま
す
。
同
時
践
に
立
っ
て
オ
ー
プ
ン
カ
ー
を
乗
り
一
額
一
般
会
計
へ
繰
出
し

λ

予
算
の
総
績
一
る
に
至
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
ど
う
で
し
ょ
う
市
長
さ
ん
ま
わ
ず
綴
め
て
湯
気
な
市
長
さ
ん
、
お
一

l
i
l
l
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-

ζ
の
際
か
ん
頭
一
歩
を
進
め
て
思
い
切
か
げ
で
市
中
も
羽
る
く
な
っ
た
、
大
衆
一
轟
轟
盟
理
器
寵
聾
聾
癌
腫
韓
総
監
輯
揖
寵
帯
聾
覇
謹
韓
聾
輔
聾
粧
輯
瞳
鑑

9
広
報
ひ
ら
つ
か
。
し
、
一
部
市
民
意
の
市
政
に
対
す
る
主
一
議
議
席
の
拡
大
量
打
さ
れ
、
的
な
親
し
み
を
都
じ
さ
せ
て
い
る
戸
川
一
間
醐
鱗
器
調
鵠
醐
棚
鱒
離
鱗
韓
麟

政
治
、
経
済
、
教
育
、
薬
な
ど
各
段
市
長
さ
ん
故

ζ
井
、
ζ

う
し
き
量
一
欝
襲
響
鞍
襲
撃
鞍
搬
船
欝
欝
綿
織
欝
欝

が
、
貴
重
な
紙
面
を
む
意
見
を
菟
援
す
る
長
主
的
な
自
治
機
一
麟
機
織
機
蹴
織
機
織
機
織
翻
織
機
織
錦
織
翻
鶴
畿
翻
蹴
鞠
糠
繍
綿
織
機
総

生
署
て
グ
市
民
の

2
4

害
関
で
あ
る
と
す
解
し
手
。
し
を
刊
誌
諮
問
消
防
諮
問
日
紅
白
日
刊
誌
口
引
い
よ
言
討
時
時
均
時
時
認
は
か
ら
適
一

号
一
ら
れ
た
む
と
は
、
士
山
纏
在
民
の
悪
童
て
、
そ
の
す
〈
体
、
害
者
口
方
も
で
き
自

f

一
一
一

一

T

の
餐
穏
を
要
請
し
た
な
ら
ば
『
市
民
自1
1
0
3
1
0
3
1

一
の
一
部
改
正
を
可
決
、
市
民
税
の
税
率
一
周
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

一
治
と
し
て
緩
め
て
当
然
の
こ
と
で
は
あ
け
大
衆
的
に
分
担
や
す
く
し
、
帝
時
間
一
一
一

一
色
が
、
自
ら
の
た
め
に
、
み
ず
か
ら
政
村
田
さ
ん
の
倒
議
見
も
あ
っ
て
、
市
~
が
百
円
灯
台
一

O
(日
百
分
の
一
一
且
)
に
一
今
年
度
は
い
ま
ま
で

d
お
D
百
妊
の
一

事
一
る
が
、
当
然
の
こ
と
が
中

'
R行
わ
れ
な
に
よ
く
読
ま
れ
る
よ
吉
こ
し
て
そ
の
-
一

:
1
0

一
一

一

4
t

拾
す
る
と
い
主
自
覚
に
立
ち
、
衆
一
世
を
民
の
怒
寸
の
ス
ヘ

1

ス
を
ひ
ろ
げ
る
照
一
号
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
一
一
五
、
来
径
一
一
十
一
一
一
年
度
は
中
間
削
を
と
一

一
い
現
世
相
と
対
片
山

γ
Uて
、
モ
の
す
ぐ
れ
目
的
を
廃
し
と
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
一
一
一

一

a

あ
つ
め
て
護
霊
敷
く
、
費
な
議
事
あD
ま
す
。ζ
の
光
め
、
富
山r
一
襲
撃
と
地
方
税
法
の
整
「
為
一
っ
て
専
の
一
八
@
誌
で
奪
さ
れ
一

一
党
セ
ン
ス
流
右
に
と
敬
緩
を
表
レ
た
く
ん
一
一
一

一
を
る
。
で
は
早
速
平
塚
市
広
報

Z

平
塚
市
語
、
告
と
れ
芝
品
市
町
民
間
開
註
琵
群
保
誠
一
設
計
尚
一
っ
て
と
ら
れ
た
響
、
一
千
霊
税
一
る
こ
と
に
な
白
ま
し
た
。
一
品

一
ら
つ
か
品
占
議
会
議
席
に
立
つ
の
名
ま
え
の
タ
ひ
ら
っ
す
と
い
う
字

ζろ
広
一
報
処
ま
だ
ま
だ
露
大
衆
と
用
紙
二
枚
重
に
ま
と
め
、
悪
露
一
九
ょ
っ
実
事
実
直
然
す
く
な
一

ζ

の
市
民
税
語
干
の
引
上
げ
は
、
一
方
一
(
年
富

8

一
円
未
満
)
は
、
来
年
度
一
塁
の
経
済
も
、
輸
入
原
材
棋
の
増

一
て
、
警
喜
て
い
た
だ
き
ま
す
。
控
訴
す
よ
っ
に
、
作
家
戸
川
さ
ん
の
市
の
き
ず
な
が
う
ず
く
、
室
を
れ
に
護
施
、
住
所
@
民
名
@
襲
霊
の
一
く
な
っ
て
く
る
の
喜
ん
長
め
の
も
の
一
に
お
い
て
所
霊
の
減
税
が
行
わ
れ
る
一
か
ら
襲
警
、
一
留
に
ま
と
め
て
一
去
、
震
収
支
議
案
減
少
し
設
一

一
指
…
諮
問
山
市
町
一
一
括
明
一
時
一
一
融
市
一
一
副
知
器
一
討
謀
長
丘
町
一
一
一
一
一
一
一
打
点
い
つ
一
一
一
誠
一
時
間
一
望

す
柔
切
な
使
命
毒
ち
、
そ
じ
て
市
に
、
震
の
撃
事
設
け
ら
れ
た
事
〆
な
き
を
得
ま
せ
ん
。
今
回
限

2

い
た
じ
ま
す
。
事
雫
八
月
二
十
七
自
主
主
管
室
下
ま
す

ζ
れ
か
ら
函
館
関
の
輸
出

民
皆
様
の
品
管
皇
室
轟
は
、
あ
だ
か
も
一
O
方
市
民
議
会
の
議
長
応
対
し
、
常
に
創
作
的
議
を
さ
い
。
(
総
務
課
長
)
度
定
期
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

ζ
の
一
撃
が
警
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
と

一
世
}
、
臼
本
が
世
界
経
済
に
抗
し
て
、
繁

準
備
競
査
に
、
七
月
廿
二
日
か
ら
諦
査
一

一
栄
を
慾
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
貯
議
選

員
が
参
上
す
るζ
と
に
な
D

ま
し
均
一一
動
百
件
滋
成
ず
る
こ
と
は
篠
め
て
大
切
記

な
お
七
局
十
ヤ
耳
目
ま
で
正
量
日
協
調
達
一

一ζ
と
で
す
。

致
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
九
一

紙
上
懇
談
ムー

村 F 吾
田提

唱
す
る

Eま

治

馬
入

!;:;i 
Fiiiij存在忠弘出

失
業
保
険
金
を
不
十
品
に
受
け
と
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
法
律
の
処
分

を
受
け
た
人
が
、
今
年
の
一
一
一
月
か
ら
五

月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
に
、
平
塚
ハ
会
議

室
重
宅
金
属
的
に
展
開
さ
れ
て
五
ぃ
。
犯
雲
の
更
菱
重
章
一
警
定
所
管
内
だ
け
で
十
六
件
、
と

D

2
9

第
七
間
基
高
き
す
る
遼
一
し
、
そ
の
腎
犯
を
康
保
護
観
察
部
一
挙
え
さ
れ
喜
重
八
二
、
}
一
玄

O
同

警
の
一
コ
マ
と
し
て
催
さ
れ
た
も
の
一
度
と
い
う
仕
事
て
軍
事
語
道
一
華
街

L
の
ほ
白
ま
し
た
そ

県
下
保
護
湾
大
会
ひ
ら
く
。
一
一A
7

一
し
て
い
る
保
護
言
(
県
下
で
一
回
(
以
)
一
安
定
所
で
は
ん
ゲ
袋
持
保
険
金
小
恋
愛

神
奈
川
川
県
保
護
司
選
媛
、
護
保
護
一
を
警
に
、
震
警
官
提
出
し
た
一
乙
の
轟
読
書
の
警
護
と
五
)
突
章
、
関
係
者
は
も
と
よ
白
石
室
蓄
量
委
設
け
て
、
不
正

害
、
平
塚
市
の
主
催
べ
ず
る
神
奈
川
保
護
観
察
の
諸
問
題
、
裏
話
比
二
月
一
翠
妨
告
去
に
、
広
く
農
の
一
一
自
民
の
期
待
を
考
量
し
た
。
受
給
の
未
然
防
音
根
絶
に
つ
と
め
て

量
南
大
会
終
去
る
七
月
六
淳
一
少
年
の
抽
選
芝
、
一
平
一
撃
雲
一
協
力
を
お
願
い
し
よ
う
と
い
う
加
が
ね
ず
ま
ず
。
委
譲
は
、
被
保
険
者
炉

一
十
符
宮
、
市
内
県
立
志
開
票
議

S

終
日
熱
心
な
討
議
が
行
め
れ
、
犯
一

f
i
l
i
-
-
1
1
4
1
l
i
l
i
-
-
i

一
失
雪
そ
の
後
働
く
霊
と
能
力
が

一
員
長
警
官
約
一
g

言
な
く
し
て
一
間
詳
言
す
る
一
増
加
崩
講
を
空
審
「
へ
一
あ
っ
て

i
z
i

支

一
あ
つ
め
て
間
開
催
、
燥
大
で
し
党
。
一
う
と
い
う
共
述
の
由
腕
い
を
胸
に
ブ
国
刊
か
一
一
給
さ
れ
る
も
の
で
、
保
険
金
者
受
け
て

毒
事
の
お
E

語
、
一
同
一
最
古
喜
多
ま
つ

D

の
ま
ち
一
今
年
は
貯
蓄
年
二
ハ
月
十
五
事
一
室
の
貯
蓄
量
一
歯
千
壁
一
い
る
聞
に
、
警
官
行
事
量

(
裏
〉
皇
官
警
乏
に
雲
し
ま
し
た
。
一
ら
七
月
二
十
日
ま
で
「
増
加
所
署
貯
一
神
奈
川
県
下
で
は
四
回

δ
億
円
の
目
標
一
を
は
じ
め
た
と
き
は
、
必
ず
安
定
所
に

安
藤
好
邸
中
市
議

h

乙
の
保
護
出
回
大
企
は
、
七
月
一
ば
い
一
番
へ
」
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
額
を
か
〉
げ
て
一
強
力
に
展
開
中
で
す
。
一
届
て
い
た
だ
く
事
に
な
う
て
い
ま
す
。
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シ
ヨ
ン
が
待
つ
乞
い
ま
す
。

だ
が
恐
ろ
し
い
伝
染
病
の
活
躍
す
る
の
も

ζ
の
挙
街
、
そζ
で
今
年
も
六
月
二
十
尽
か
ら
七
月
二
十
日
ま
で
、
会
国

一
せ
い
に
グ
支
の
健
康
を
守
る
議
離
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

と勉強
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(P4) 

一
ニ0
1閥
九
オ
ニO
、
の
ハ
ロ
円
一
っ
て
い
ま
す
。
繁
査
の
よ
、

一
八1
一
一
九
才
一
豆
、

一
七
オ
以
下
七
、

胤
国
辱
加
藤
景
山
一
一
(
土
決
)

甲
骨
等
次
保
問
h
刊
紙
(
平
塚
)

渡
辺
国
間
之
助
(
旭
)

弐
噂
久
保
田
平
蔵
(
鳩
)
命

米
蔵
(
神
館
)
@
格
闘
胤
平
太
郎

(
大
野)
e
相
原
潜
(
大
野
)

小
沢
常
道
(
豊
田
)

務
等
は
十
三
名
で
し
た
。
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